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▲谷文晁「昇り龍」

▲岡本秋暉「孔雀牡丹図」

▲大塩平八郎の書

町内奥白方にある「林
はやしもとめてい
求馬邸」は慶応

三年に建立された家老武家屋敷

一般公開日　毎月第１日曜日
公益財団法人多度津文化財保存会

事務局長 村井信之 写真提供



可決

３月 定 例 会 を 開 催  会期　3月5日～3月19日  

令和６年度 一般会計
　　　　      当初予算など
　94億1,100万円の令和６年度一般会計当初予算案及び１億2,160万円を減額する令和５年
度一般会計補正予算案など、43議案を原案どおり可決、同意。
　最終日には「意見書案第１号 選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書（案）の提
出について」を議員提出、可決しました。請願１件は不採択となりました。

令和５年度３月補正予算
会　計　名 補　正　額 総　額　

一　　般　　会　　計 △1億2,160万円   99億4,300万円

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 105万円 　27億8,530万円

国民健康保険直営診療所 　　 　 △30万円 　　　　3,090万円

公 共 下 水 道 　　△1,390万円 　11億　270万円

介 護 保 険 事 業 　　△2,160万円   26億3,140万円

後 期 高 齢 者 医 療 　 　　 730万円    4億3,230万円

令和６年度予算

公共下水道事業会計

会　計　名 総　　額
一　　般　　会　　計 　94億1,100万円

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険          26億　  70万円

国民健康保険直営診療所 2,910万円

介 護 保 険 事 業  24億5,890万円

後 期 高 齢 者 医 療  　4億6,440万円

収 益 的 収 入 7億5,643万7千円 資 本 的 収 入 5億5,134万4千円
収 益 的 支 出 7億4,229万5千円 資 本 的 支 出 8億　260万8千円

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意

中
な か つ

津　榮
え い い ち

一 氏  　　　松
ま つ し た

下　義
よ し お

夫 氏
令和6年3月23日から令和9年3月22日まで
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令和６年　第１回３月定例会　審議結果　　その１

議 員 名

議 案 名 等

採
決
結
果

議 席 番 号
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
藪　
乃
理
子

氏
家　
法
雄

大
平　
恭
大

藪
内
真
由
美

門　
　
秀
俊

兼
若　
幸
一

中
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一
郎

金
井　
浩
三
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川　
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幸
義
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子

村
井　
　
勉

渡
辺
美
喜
子

尾
崎　
忠
義

議案
第1号

多度津町生活支援ハウス（高齢者生活福祉センター）
の設置及び管理に関する条例の全部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 表

決
な
し 欠 ○ ○ ○ ○

議案
第2号

昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責
任に基づく債務の免除に関する条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第3号

職員の育児休業等に関する条例の一部
改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第4号

多度津町監査委員に関する条例の一部
改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第5号

多度津町使用料条例の一部改正につい
て 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第7号 多度津町介護保険条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第8号

多度津町国民健康保険条例の一部改正
について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第9号

多度津町空家等適正管理条例の一部改
正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第10号

多度津町風致地区内における建築等の
規制に関する条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第11号

多度津町都市公園条例の一部改正につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第12号

多度津町公共下水道事業の設置等に関
する条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第13号

多度津町漁港管理条例の一部改正につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第14号

多度津町消防手数料に関する条例の一
部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第15号

多度津町公園、緑地管理に関する条例
の廃止について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第16号

多度津町放課後児童クラブの指定管理
者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第17号

多度津町町民健康センター内湯楽里の
指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第18号

多度津町町民健康センター内老人福祉
施設の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第19号

多度津町いこいの家の指定管理者の指
定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第20号

多度津町生活支援ハウス（高齢者生活福祉
センター）の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第21号

多度津町介護予防拠点施設（四箇地区いき
がい健康館）の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第22号 堀江公園の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

採決結果　　�○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：採決退席　除：除斥 
可：可決　否：否決　同：同意　承：承認　認：認定　採：採択　不：不採択　許：許可　継：継続審査

議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号９番　小川　保）
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令和６年　第１回３月定例会　審議結果　　その２
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議 案 名 等

採
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議 席 番 号
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
藪　
乃
理
子

氏
家　
法
雄

大
平　
恭
大

藪
内
真
由
美

門　
　
秀
俊

兼
若　
幸
一

中
野　
一
郎

金
井　
浩
三

小
川　
　
保

古
川　
幸
義

隅
岡　
美
子

村
井　
　
勉

渡
辺
美
喜
子

尾
崎　
忠
義

議案
第23号

多度津町公民館の指定管理者の指定に
ついて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 表

決
な
し 欠 ○ ○ ○ ○

議案
第24号

多度津町立明徳会図書館の指定管理者
の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第25号

多度津町立資料館の指定管理者の指定
について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第26号

多度津町民会館の指定管理者の指定に
ついて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第27号

多度津町総合スポーツセンターの指定
管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第28号

多度津町立屋内温水水泳プールの指定
管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第29号

令和５年度多度津町一般会計補正予算
（第７号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第30号

令和５年度多度津町特別会計国民健康
保険補正予算（第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第31号

令和５年度多度津町特別会計国民健康
保険直営診療所補正予算（第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第32号

令和５年度多度津町特別会計公共下水
道補正予算（第４号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第33号

令和５年度多度津町特別会計介護保険
事業補正予算（第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第34号

令和５年度多度津町特別会計後期高齢
者医療補正予算（第1号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第35号 令和６年度多度津町一般会計予算 可 × × × × ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ×

議案
第36号

令和６年度多度津町特別会計国民健康
保険予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第37号

令和６年度多度津町特別会計国民健康
保険直営診療所予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第38号

令和６年度多度津町特別会計介護保険
事業予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第39号

令和６年度多度津町特別会計後期高齢
者医療予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第40号

令和６年度多度津町公共下水道事業会
計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第41号 町道路線の認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第42号

中讃広域行政事務組合規約の一部変更
について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

議案
第43号

固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

採決結果　　�○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：採決退席　除：除斥 
可：可決　否：否決　同：同意　承：承認　認：認定　採：採択　不：不採択　許：許可　継：継続審査

議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号９番　小川　保）
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令和６年　第１回３月定例会　審議結果　　その３

議 員 名

議 案 名 等
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喜
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尾
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議案
第44号

固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 表

決
な
し 欠 ○ ○ ○ ○

請願
第１号

日本政府に健康保険証の存続を求める
請願 不 × ○ × × × × × × 〃 〃 × × ○ ○

意見書案
第1号

選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を
求める意見書（案）の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

閉会中の継続調査について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

採決結果　　�○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：採決退席　除：除斥 
可：可決　否：否決　同：同意　承：承認　認：認定　採：採択　不：不採択　許：許可　継：継続審査

議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号９番　小川　保）

※�『議案第6号　多度津町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について』は、再度検討すべきであるとの
判断から、理事者より議案の撤回が請求され許可しました。

選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書

　民法では、婚姻時に夫婦のいずれか一方が姓を改める旨の規定をしている。
しかし、家族のあり方も多様化し、国においても女性活躍を推進するなど、
社会の考え方や価値観も変化しており、現行の規定は社会的変化に合ってい
ないとの指摘もある。
　法務省による、2021年度に実施された夫婦の氏に関する調査では、「夫婦
同姓制度維持」が27%「旧姓の通称使用の法制度を設ける」が42.2%「選択的
夫婦別姓制度の導入」が28.9%と報告されてい る。
　現在、名前は個人の尊厳やアイデンティティ、人権に関わるものであり、
旧姓の通称使用では根本的な解決にならない。生来の名前で築いたキャリア
を改姓で分断せずに済む。一人子同士の結婚などで、親の姓を継ぎたいカッ
プルが法的に夫婦になれる。お互いの氏名とその背景を尊重しながら、男女
平等の形式でパートナーシップが結べる。などを理由に選択的夫婦別姓を求
める声がある。
　しかし他方では、夫婦同姓制度は夫婦でありながら、同じ姓を名乗らない
夫婦別姓制度よりも、より絆の深い一体感ある夫婦関係、家族関係を築くこ
とのできる制度と考えられて来た。婚姻に際し姓を変えることで職業上不都
合が生じる人は、通称名で旧姓使用することが一般化しており、婚姻に際し
姓を変更しても関係者等に告知することにより、何の間題も生じない。結婚
に際し同じ姓となり、新たな家庭を築く夫婦の方が圧倒的多数である現在の
日本において、選択的夫婦別姓制度を導入しなければならない合理的理由は
少ない。などと反対する意見もあり、世論は分かれている。
　最高裁判所は 2015年12月の夫婦別姓をめぐる訴訟の判決において、夫婦
同姓制度を「合憲」としつつも、「制度のあり方は国会で論じられ、判断される
べき事柄に他ならない」との結論を出している。 2021年6月の判決において
も、同様の結論が示されている。
　国におかれては、国会での議論が進展していない現状を踏まえ、選択的夫
婦別姓制度について、早期に社会に開かれた形により積極的かつ十分な議論
をされるよう強く求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和６年３月19日
香川県多度津町議会　

内閣総理大臣　岸田　文雄　殿

　１月30日に講師を招いて、選択的
夫婦別姓制度について勉強会を行い
ました。
　また、3月19日に多度津町議会議員
より内閣総理大臣、総務大臣、法務大
臣、衆参議院議長に、「選択的夫婦別姓
制度の議論の活性化を求める意見書」
を提出しました。

5. ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダーの平等を達成し、すベての
女性と女児のエンパワーメントを図る

『選択的夫婦別姓制度の
議論の活性化を求める
意見書』を提出
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一 般 質 問

質問者 質問事項 関連ページ

中 野 　 一 郎
1 「プラスチックごみの分別回収」の実施に向けての今後の計画は
2 「人生100年時代」高齢者の自己実現は
3 移住・定住対策の「ＵＪＩターン」の促進は

7

藪 内 真 由 美
1 「ごみ袋の取っ手付き」の進捗状況は
2 町営住宅跡の空き地に防災公園を
3 消防本部の人員体制は

7

渡 辺 美 喜 子
1 防災対策の強化急げ
2 移動困難者の交通手段確保・その後は

8

兼 若 　 幸 一
1 人口減少対策は
2 再生水事業は

8

隅 岡 　 美 子
1 防災は
2 健康診断実施のための環境整備は

9

氏 家 　 法 雄
1 町の水防、災害対策本部の対応は
2 人材育成の取組や問題点、今後の展望は

9

尾 崎 　 忠 義
1 四国霊場春秋の七カ所まいりと奥白方33観音像石造物の文化財保存は
2 �学校給食の安全性と宅地開発などによる町内の農地減少による影響と

漁業振興策は
10

町政を問う！！
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1�

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
回

収
は
。

　

�

町 

長 

令
和
10
年
度
か
ら
善
通
寺

市
、
琴
平
町
、
ま
ん
の
う
町
の
ご
み

が
、
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
で
焼
却
処

分
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
２
市
３
町

の
ご
み
分
別
に
つ
い
て
の
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
の「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
」施

行
に
伴
う
分
別
収
集
及
び
再
資
源
化

の
取
組
は
、
近
隣
市
町
と
情
報
共
有

し
、
民
間
業
者
と
の
連
携
な
ど
様
々

な
手
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

2�

問　
健
康
寿
命
の
延
伸
は
。

　

�

高
齢
者
保
険
課
長 

オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル（
歯
や
口
の
機
能
が
衰
え
た
状

態
）予
防
の
た
め
、
各
公
民
館
で
福

祉
保
健
推
進
員
を
対
象
に
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

介
護
予
防
教
室
に
お
い
て
も
、
歯
科

1�

問　
ご
み
袋（
大
）に
取
っ
手
付
き

の
進
捗
状
況
は
。

　

�

住
民
環
境
課
長 

取
っ
手
付
き
可
燃

ご
み
指
定
袋（
大
）サ
イ
ズ
に
つ
い
て

は
、
丸
亀
市
と
同
サ
イ
ズ
の
場
合
、

厚
さ
を
変
更
し
現
状
よ
り
多
く
ご
み

が
入
る「
特
大
サ
イ
ズ
」と
し
て
導
入

予
定
で
す
。

　

 �

問　

販
売
価
格
は
現
状
と
同
じ
10

枚
４
０
０
円
な
の
か
。
丸
亀
市
と
同

じ
事
業
所
で
の
制
作
に
金
額
が
異
な

る
の
は
な
ぜ
か
。
県
で
一
番
高
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
�

住
民
環
境
課
長 

特
大
サ
イ
ズ
の
導

入
に
伴
い
、
サ
イ
ズ
が
異
な
る
こ
と

か
ら
10
枚
５
０
０
円
で
の
販
売
を
考

え
て
い
ま
す
。
丸
亀
市
と
本
町
で
は

ご
み
収
集
や
処
分
に
か
か
る
費
用
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
財
政
負
担

等
も
考
慮
し
、
値
段
も
市
町
ご
と
に

医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
を

実
施
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
町

民
に
向
け
て
の
講
演
会
を
開
催
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
 �

問　

地
域
の
子
育
て
支
援
と
高
齢

者
の
就
業
機
会
の
両
立
は
。

　

�

高
齢
者
保
険
課
長 

町
内
各
地
区
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
25
名
の
会
員

が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
就
業
さ

れ
て
い
ま
す
。

3�

問　
移
住
・
定
住
相
談
会
で
の
就
労

支
援
は
。

　

�

政
策
観
光
課
長 

東
京
・
大
阪
で
の

「
香
川
県
移
住
フ
ェ
ア
」等
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
本
町
へ
の
移
住
相
談
者

を
増
や
す
た
め
、
日
頃
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
活
用
し
て
町
外
に
情
報
発
信
を

行
い
、
認
知
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

「
東
京
圏
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
支
援

事
業
補
助
金
」は
、
令
和
６
年
２
月

末
時
点
で
、
１
件
の
交
付
申
請
が
あ

り
ま
し
た
。

異
な
る
と
考
え
ま
す
。

2�

問　

京
町
町
営
住
宅
跡
地
は
今
後

ど
の
よ
う
な
活
用
を
検
討
し
、
防
災

公
園
な
ど
の
考
え
の
余
地
は
あ
る
の

か
。

　

�

町 

長 

現
在
、
本
通
地
区
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
の
選
定
に
向
け
来
場

者
の
駐
車
場
確
保
を
考
慮
し
、
他
と

の
整
合
性
を
図
り
、
民
間
へ
の
売
却

を
始
め
と
し
て
有
効
な
利
活
用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

3�

問　
防
災
意
識
が
高
く
な
っ
て
い
る

が
、
本
町
の
消
防
職
員
の
人
数
、
運

用
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
若
い
世

代
の
人
員
確
保
は
ど
う
な
の
か
。

　

�

消
防
長 

消
防
本
部
の
定
数
は
34
名

で
す
。
災
害
時
の
職
員
補
充
は
非
番

職
員
の
招
集
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

高
齢
期
職
員
が
意
欲
を
持
っ
て
業
務

を
継
続
で
き
る
取
組
み
、
非
番
職
員

の
招
集
の
減
数
、
安
全
に
活
動
で
き

る
よ
う
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

１ ‌�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分

別
回
収
は

２ ‌�

高
齢
者
へ
の
支
援
施
策
は

３ ‌�

移
住・
定
住
対
策
の
促
進

は

１ ‌�「
ご
み
袋
の
取
っ
手
付
き
」

の
進
捗
状
況
は

２ ‌�

町
営
住
宅
跡
地
に
防
災
公

園
を

３ 

消
防
本
部
の
人
員
体
制
は

 
 

中な
か 

野の  

　
一い

ち 

郎ろ
う 

議 

員

 
 

藪や
ぶ 

内う
ち 

真ま 

由ゆ 

美み 

議 

員

7 No.32　たどつ議会だより



1�

問　

能
登
半
島
地
震
で
高
齢
者
の

犠
牲
者
の
４
割
が
家
屋
の
下
敷
き

に
よ
る
圧
死
。
こ
の
地
域
は
61
％
が

１
９
８
０
年
以
前
の
建
築
物
で
被
害

が
拡
大
。
１
９
８
１
年
の
建
築
基
準

法
の
改
正
に
よ
り
、
以
降
に
建
築

さ
れ
た
家
屋
は
損
傷
が
な
く
、「
耐

震
化
構
造
や
耐
震
改
修
工
事
の
重

要
性
」が
立
証
さ
れ
た
。
全
国
平
均

87
％
、
本
町
は
72
％
、
耐
震
率
の
強

化
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
向
け
た
対

策
で
あ
り
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
こ
そ
耐
震
改
修
工
事
を
早

急
に
実
施
す
べ
き
だ
。
本
町
の
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
増
額

は
。

　

�

町 

長 

耐
震
診
断
の
場
合
、
上

限
額
９
万
円
。
耐
震
改
修
工
事
は

１
０
０
万
円
か
ら
１
２
０
万
円
へ
の

増
額
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

1�

問　
過
去
５
年
間
の
移
住
・
定
住
促

進
の
人
口
減
少
対
策
の
成
果
は
。

　

�

政
策
観
光
課
長 

本
町
の
移
住
者
数

は
、
令
和
２
年
度
１
５
５
人
、
令
和

３
年
度
１
５
７
人
、
令
和
４
年
度

１
６
６
人
と
ほ
ぼ
横
ば
い
な
が
ら
も

微
増
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
12
月

末
日
時
点
で
99
人
で
あ
り
、
例
年
と

同
程
度
の
移
住
者
数
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
一
定
の
成
果
が
出
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

 �

問　
令
和
6
年
度
の
施
策
は
。

　

�

政
策
観
光
課
長 

現
状
の
施
策
を
引

き
続
き
継
続
す
る
と
と
も
に
移
住
者

を
対
象
と
し
た
家
賃
補
助
制
度
の
充

実
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

 �
問　
多
度
津
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
利
用
で
き
な
い
か
。

　

�

政
策
観
光
課
長 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
駅
周
辺
整
備
の
進
捗
状
況
を
確
認

　

 �

問　
本
町
の
１
９
８
０
年
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
総
数
は
。

　

�

税
務
課
長 

本
町

で
の
住
宅
総
数
は

６
８
３
２
棟
で
す
。

　

 �
問　

耐
震
化
率
・

強
化
へ
の
計
画
や
考
え
は
。

　

�

建
設
課
長 
住
ま
い
な
ど
の
耐
震
化

無
料
相
談
会
を
年
１
回
か
ら
２
回
、

耐
震
対
策
出
前
講
座
や
個
別
訪
問
の

実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

2�

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た

ニ
ー
ズ
と
財
政
状
況
も
鑑
み
て
、
交

通
困
難
者
の
交
通
手
段
確
保
の
実
現

は
。

　

�

町 

長 

今
年
度
、
来
年
度
に
つ
い
て

は
、
交
通
手
段
を
導
入
す
る
か
否
か

の
検
討
で
は
な
く
、
何
を
導
入
す
る

の
か
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

し
、
高
い
利
便
性
の
強
み
を
活
か
し

た
移
住
・
定
住
施
策
を
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

2�

問　
再
生
水
事
業
の
総
事
業
費
は
。

　

�

建
設
課
長 

総
事
業
費
は
35
億

�

１
３
０
０
万
円
で
、
国
費
16
億
４
０
０

万
円
、
県
費
が
4
億
３
８
２
５
万
円
、

町
費
が
14
億
７
０
７
５
万
円
で
す
。

　

 �

問　
現
在
の
設
備
維
持
費
は
。

　

�

建
設
課
長 

再
生
水
使
用
水
量
約

26
万
６
０
０
０
ト
ン
で
、
維
持
管
理

費
は
、
約
２
１
７
０
万
円
で
す
。

　

 �

問　
再
生
水
の
送
水
を
停
止
し
て
の

検
証
は
。

　

�

産
業
課
長 

町
土
地
改
良
区
や
関
係

水
利
組
合
等
と
協
議
を
し
ま
す
。

１ ‌�

防
災
対
策
の
強
化
急
げ

２ ‌�

交
通
困
難
者
の
交
通
手
段

確
保
・
そ
の
後
は

１ ‌�

人
口
減
少
対
策
は

２ ‌�

再
生
水
事
業
は

 
 

渡わ
た
  

辺な
べ 

美み 

喜き 

子こ 

議 

員

 
 

兼か
ね 

若わ
か 

　 

幸こ
う 

一い
ち 

議 

員
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1�

問　
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
害
を

う
け
て
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
の
補

助
制
度
の
見
直
し
は
。

　

�

町 

長 

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
多

く
の
住
宅
が
倒
壊
す
る
な
ど
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
、
今
後
予
測
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

に
よ
る
住
宅
倒
壊
の
被
害
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
住
宅

の
耐
震
化
は
急
務
で
す
。

　

�

多
度
津
町
民
間
住
宅
耐
震
対
策
支
援

事
業
費
補
助
金
制
度
を
検
討
し
ま

し
た
。
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
額
の

上
限
を
現
行
の
１
０
０
万
円
か
ら

１
２
０
万
円
に
見
直
し
ま
す
。

　

 �

問　
周
知
方
法
は
。

　

�

町 

長 

町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

固
定
資
産
税
通
知
書
に
増
額
と
な
る

資
料
を
同
封
し
ま
す
。

　

 �

問　
指
定
避
難
所
に
お
け
る
毛
布
の

1�

問　

防
災
士
の
育
成
お
よ
び
町
職

員
へ
の
防
災
研
修
の
取
り
組
み
を
問

う
。

　

�

総
務
課
長 

本
町
で
は
地
域
に
お
け

る
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平

成
28
年
に
多
度
津
町
防
災
士
資
格
取

得
補
助
金
交
付
要
綱
を
策
定
し
、
防

災
士
資
格
取
得
を
促
進
し
て
い
ま

す
。
現
在
16
名
の
方
が
防
災
士
と
し

て
町
内
自
主
防
災
組
織
に
所
属
し
、

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�

町
職
員
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
町
村
会

が
主
催
す
る
職
員
防
災
研
修
や
香
川

県
が
実
施
す
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
連
携
訓
練
な
ど
複
数
の
訓
練
や
研

修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
総

務
課
危
機
管
理
室
が
実
施
す
る
水
防

本
部
の
運
営
訓
練
や
避
難
所
の
開
設

訓
練
な
ど
様
々
な
研
修
を
通
じ
て
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

備
蓄
は
。

　

�

総
務
課
長 

毛
布
の
備
蓄
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
防
寒
対
策
と
し
て
、
保
温

力
の
高
い
ア
ル
ミ
製
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
を
約
３
８
０
０
枚
、
ア
ル
ミ
製
の

寝
袋
を
約
２
７
０
０
枚
備
蓄
し
て
い

ま
す
。

2�

問　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
健
康
診

断
実
施
の
状
況
は
。

　

�

教
育
長 

小
学
校
の
内
科
健
診
で
は

聴
診
器
を
使
用
の
場
合
も
肌
着
の
上

か
ら
使
用
し
、
異
性
の
教
員
が
立
ち

会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
校

の
内
科
診
断
で
は
、
保
健
室
の
カ
ー

テ
ン
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
囲
っ
た
中
で

実
施
し
、
保
健
室
に
は
、
待
機
生
徒

が
３
名
い
ま
す
が
、
健
診
の
様
子
は

見
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
児
童
・
生

徒
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
心
情
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

2�

問　
本
町
の
未
来
を
左
右
す
る
の

は
町
職
員
の
人
材
育
成
と
人
材
の
確

保
、
そ
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

�

町
長
公
室
長 

人
事
考
課
制
度
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
研
修
を
継
続
的

に
行
い
計
画
的
な
異
動
を
行
う
こ
と

を
目
標
と
し
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

及
び
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
を
実
施

し
て
、
職
員
の
心
身
の
健
康
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。
服
務
規
律
の
維
持

に
つ
い
て
は
、
不
祥
事
が
生
じ
難
い

体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
研
修

等
を
通
し
て
服
務
規
律
の
徹
底
を
図

り
、
町
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
町

政
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

�

採
用
試
験
に
関
し
て
は
通
常
の
年
齢

制
限
よ
り
か
な
り
広
げ
て
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１ 

防
災
は

２ ‌�

健
康
診
断
実
施
の
た
め
の

環
境
整
備
は

１ ‌�

災
害
に
対
す
る
初
動
体
制

は
２ ‌�

本
町
職
員
の
人
材
育
成
は
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じ 

家け 
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1�

問　
西
国
33
観
音
像
石
造
物
の
指
定

文
化
財
及
び
穴
薬
師
洞
の
老
朽
化
、

観
音
像
の
保
存
対
策
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
新

日
本
風
土
記
」取
材
・
撮
影
・
放
映

の
取
り
組
み
、「
四
国
遍
路
を
世
界

遺
産
に
」「
遍
路
道
ウ
ォ
ー
ク
」点
検
、

美
化
、
お
接
待
活
動
と
は
。

　

�

生
涯
学
習
課
長 

土
地
、
石
造
物
所

有
者
等
が
不
明
の
た
め
文
化
財
指
定

は
困
難
で
、
保
存
管
理
は
今
後
の
課

題
で
す
。
国
指
定
史
跡
天
霧
城
址
へ

の
登
山
ル
ー
ト
の
状
況
確
認
で
、
県

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
担
当
者
と
情
報

共
有
を
し
て
い
ま
す
。
町
文
化
財

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
説
明
看
板
を

盛
土
山
古
墳
近
く
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
６
月
下
旬
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映
予
定

は
、
町
も
周
知
協
力
を
行
い
ま
す
。

　

�

町 

長 

平
成
22
年
に「
四
国
遍
路
世

界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」を
設
置
。

構
成
員
は
四
国
４
県
58
市
町
村
、
国

の
機
関
の
地
方
支
分
局
部
８
機
関
、

11
経
済
団
体
、
12
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
で

す
。

2�
問　
窒
息
事
故
の
あ
っ
た
ウ
ズ
ラ
卵

の
使
用
は
。食
材
の
安
全
性
指
導
は
。

　

�
教
育
総
務
課
長 

月
に
１
回
程
度
の

使
用
で
す
。
食
材
の
選
定
、
製
造
過

程
、
カ
ッ
ト
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整

備
が
、
事
故
の
未
然
防
止
や
適
切
で

迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

 �

問　
５
年
間
の
農
地
減
少
は
。

　

�

産
業
課
長 

５
年
間
で
１
３
７
件
、

面
積
の
合
計
が
12
万
２
６
４
８
㎡
で

す
。
減
少
農
産
物
の
売
り
上
げ
は
、

年
間
約
１
２
６
０
万
円
と
推
計
し
て

い
ま
す
。

　

 �

問　
町
の
漁
業
振
興
策
は
。

　

�

産
業
課
長 

町
で
は
、
稚
魚
放
流
事

業
、
水
産
振
興
事
業
補
助
金
、
漁
場

海
面
海
浜
清
掃
事
業
補
助
金
、「
お

さ
か
な
学
習
会
」事
業
が
あ
り
ま
す
。

１ ‌�

西
国
33
観
音
像
石
造
物
の

保
存
は

２ ‌�

学
校
給
食
の
安
全
性
、
農

地
減
少
の
影
響
、
漁
業
振

興
は

 
 

尾お 

崎ざ
き 

　 

忠た
だ 

義よ
し 

議 

員

委 員 会 報 告

指
定
管
理
者
制
度

問 

指
定
管
理
者
を
既
存
の
事
業

者
で
継
続
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
新
た
に
公
募
す
る
予
定
は
な

い
の
か
。

答 

公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
の
導

入
も
出
来
る
よ
う
に
新
た
に
基
本

方
針
も
作
る
予
定
に
し
て
い
る
が
、

今
回
か
ら
指
定
管
理
制
度
を
導
入

す
る
老
人
福
祉
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
公
募

す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問 

今
回
か
ら
湯
楽

里
や
老
人
福
祉
施
設

も
指
定
管
理
者
に
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
い
る
職
員
の
人
数

や
賃
金
は
ど
う
な
る

の
か
。

答 
健
康
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は
昨
年

度
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務

委
託
し
て
お
り
、
次
年
度
か
ら
は

桃
陵
苑
も
含
め
た
指
定
管
理
者
に

し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

し
て
い
る
が
、
職
員
の
減
少
や
賃

金
の
減
少
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問 

指
定
管
理
者
に
す
る
と
直
営
の

運
営
と
比
べ
て
施
設
利
用
者
の
増

加
や
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
望

め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
同
じ
人

が
や
る
中
で
、
ど
う
い
う
根
拠
で

事
務
の
効
率
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

出
る
と
い
う
考
え
に
な
る
の
か
。

答 

利
用
料
金
制
度
を
導
入
す
る

と
利
用
料
金
は
指
定
管
理
者
の
収

入
に
な
っ
て
、
使
用
料
を
そ
の
都

度
、
町
の
会
計
に
入
金
す
る
作
業

が
不
要
に
な
る
こ
と
や
自
助
努
力

に
よ
っ
て
利
用
者
を
増
や
す
と
収

入
増
に
も
繋
が
り
、
そ
こ
か
ら
新

た
な
増
客
策
を
始
め
、
コ
ス
ト
を

下
げ
る
柔
軟
な
対
応
が
と
れ
れ
ば
、

事
務
の
効
率
化
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

連
合
審
査
会

�

２
月
15
日
開
催
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ふ
る
さ
と
納
税

問 

令
和
６
年
度
予
算
で「
ふ
る
さ
と

納
税
」の
歳
入
を
２
億
８
０
０
０
万

円
計
上
し
て
い
る
が
、
寄
附
者
が
選

ん
だ
５
項
目
の
う
ち
、
令
和
５
年
度

で
は
ど
う
い
う
割
合
で
使
っ
た
の

か
。

答 

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
者
が
選

ん
だ
項
目
は
、
次
の
通
り
で
す
。

●�

生
活
・
自
然
環
境
は
約
５
０
０
０

　
万
円
で
塵
芥
収
集
・
道
路
な
ど
。

●�
保
健
・
福
祉
は
約
２
０
０
０
万
円

で
予
防
接
種
な
ど
。

●�
教
育
・
文
化
は
約
４
５
０
０
万
円

で
学
校
施
設
な
ど
。

●�

観
光
・
産
業
は
約
２
０
０
０
万
円

で
農
林
水
産
・
商
工
観
光
な
ど
。

●�

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
す
る
事
業

は
約
１
億
円
で
防
災
・
防
犯
・
交

通
安
全
や
指
定
管
理
料
な
ど
。

特
別
交
付
税
措
置
の
な
い
も
の
を
事

業
費
で
按
分
し
て
計
上
し
て
い
ま

す
。多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
費
補
助
金

問 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

費
補
助
金
を
約
３
０
０
０
万
円
計
上

し
て
い
る
が
、
事
務
費
も
含
む
の
か

教
え
て
も
ら
い
た
い
。

答 

農
地
の
維
持
管
理
で
８
組
織
に

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
交
付
し

て
い
ま
し
た
が
、
事
務
負
担
が
大
き

い
た
め
町
内
全
域
を
一
つ
の
組
織
に

し
て
、
事
務
を
土
地
改
良
区
に
委
託

す
る
こ
と
に
よ
り
負
担
軽
減
に
繋
げ

て
い
ま
す
。

お
も
い
や
り
ご
み
戸
別
収
集
事
業

問 

お
も
い
や
り
ご
み
戸
別
収
集
事

業
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、

何
軒
を
対
象
に
し
て
い
る
の
か
。

答 

お
も
い
や
り
ご
み
戸
別
収
集
事

業
は
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
世
帯
で
集
積
所
ま
で
行
け
な
い

人
に
対
し
て
毎
週
木
曜
日
に
自
宅
ま

で
収
集
に
行
く
事
業
で
、
登
録
者
は

90
人
程
度
お
り
、
指
定
ご
み
袋
で
は

な
く
利
用
料
と
し
て
月
額
で
５
０
０

円
を
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

多
度
津
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

設
備
等
整
備
事
業

問 
多
度
津
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
設

備
等
整
備
事
業
費
７
６
６
万
円
は
設

計
費
だ
と
思
う
が
、
全
体
の
費
用
と

町
の
負
担
割
合
は
い
く
ら
か
。

答 

多
度
津
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

係
る
全
体
の
設
計
費
は
４
６
０
０
万

　
　高

齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料

問 

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料

を
２
５
０
万
円
増
額
す
る
の
は
、
人

件
費
や
委
託
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
利
用
人
数
が
増

え
た
だ
け
な
の
か
。

答 

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料

の
補
正
は
、
人
件
費
や
委
託
費
の
高

騰
で
は
な
く
、
申

請
者
が
１
４
６
人

増
え
た
こ
と
に
よ

る
増
額
に
な
り
ま

す
。

　
　旧

合
田
家
住
宅

保
全
活
用
事
業
基
金

問 

旧
合
田
家
住
宅
保
全
活
用
事
業

基
金
積
立
金
を
１
２
０
万
円
増
額
し

て
い
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

答 

旧
合
田
家
住
宅
は
特
定
財
源
の

基
金
に
よ
る
繰
越
明
許
で「
え
じ
ぷ

と
の
間
」を
解
体
保
存
す
る
予
定
で

あ
り
、
今
後
も
基
金
の
積
立
状
況
に

見
合
っ
た
工
事
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

円
で
、
町
の
負
担
は
６
分
の
１
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

企
業
立
地
促
進
助
成
金

問 

企
業
立
地
促
進
助
成
金
に
関

し
、
特
定
財
源
の
内
訳
で
寄
附
金

が
１
３
５
０
万
円
と
諸
収
入
が

３
０
０
０
万
円
に
な
っ
て
い
る
が
、

商
工
振
興
費
の
助
成
金
と
寄
附
金
が

ど
う
い
う
関
連
に
な
る
の
か
。

答 

企
業
立
地
促
進
助
成
金
は
、

１
億
円
以
上
の
投
資
を
し
た
企
業
に

対
し
て
固
定
資
産
税
額
を
３
年
間
助

成
す
る
も
の
で
税
収
は
通
常
ど
お
り

な
の
で
、
特
定
財
源
の
内
訳
は
関
連

が
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

問 

介
護
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

は
、
今
後
ど
う
い
う
方
向
性
に
な
っ

て
い
く
の
か
。

答 

介
護
保
険
は
今
後
3
年
間
の
事

業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、
団

塊
の
世
代
が
75
歳
に
な
っ
て
徐
々
に

給
付
費
が
上
が
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
も
同
様
に
団

塊
の
世
代
が
75
歳
に
な
っ
て
医
療
費

が
増
え
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

�

３
月
11
日
開
催
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生
活
支
援
ハ
ウ
ス
入
居
者

問 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
入
居
要
件

を
65
歳
か
ら
60
歳
に
引
き
下
げ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、現
在
、65
歳
以
上
は

何
人
が
入
居
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

１
番
高
齢
の
人
は
何
歳
な
の
か
。

答 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
入
居
者
の
平

均
年
齢
は
85・
２
歳
で
、1
番
の
高
齢

者
は
91
歳
で
あ
り
、1
番
若
い
人
は

81
歳
で
す
。

使
用
料
条
例
（
墓
地
）

問 

墓
じ
ま
い
に
よ
る
墓
の
減
少
に

伴
い
使
用
料
条
例
を
改
正
す
る
と
ど

う
影
響
が
出
る
の
か
。墓
地
需
要
が

減
少
傾
向
の
状
況
で
高
額
の
使
用
料

の
設
定
は
貸
出
の
動
機
が
薄
く
な
る

こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

住
民
要
望
の
多
い
複
数
区
画
の

貸
出
を
認
め
る
条
例
の
改
正
を
し
、

明
文
化
す
る
も
の
で
す
が
、町
の
財

政
状
況
も
勘
案
し
て
複
数
区
画
の
使

用
料
は
規
定
額
の
2
倍
と
い
う
従
来

の
規
則
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
条
例

問 

介
護
保
険
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

月
額
で
は
ど
の
位
に
な
る
の
か
。ま

た
、県
平
均
で
は
、ど
の
位
に
な
る
の

か
。

答 

介
護
保
険
の
改
正
に
よ
り
第
5

段
階
が
基
準
額
で
６
１
０
０
円
に

し
て
い
る
が
、3
年
間
は
基
金
か
ら

９
８
３
０
万
円
を
取
り
崩
し
て
抑
え

て
い
ま
す
。各
市
町
で
の
条
例
改
正

が
終
わ
っ
て
な
い
の
で
、県
平
均
は

分
か
り
ま
せ
ん
。

空
家
等
適
正
管
理
条
例

問 

公
的
機
関
が
保
有
す
る
空
き
家

は
、空
家
等
適
正
管
理
条
例
が
適
用

さ
れ
る
の
か
。家
中
の
木
造
町
営
住

宅
で
発
生
し
て
い
る
白
ア
リ
の
駆
除

は
。

答 

公
的
機
関
の
空
き
家
に
は
空
家

等
適
正
管
理
条
例
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。白
ア
リ
の
発

生
に
つ
い
て
は
、

建
設
課
が
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

空
家
等
対
策
協
議
会

問 

空
家
等
対
策
協
議
会
の
委
員
は

8
人
以
内
と
い
う
こ
と
だ
が
、ど
の

よ
う
に
委
員
を
選
任
す
る
の
か
。

答 

空
家
等
対
策
協
議
会
の
委
員
は

昨
年
度
に
8
名
決
め
て
お
り
、会
長

が
町
長
で
、地
域
住
民
の
代
表
者
、町

議
会
、司
法
書
士
会
、行
政
書
士
会
、

宅
建
協
会
、土
地
家
屋
調
査
士
会
、建

築
士
会
か
ら
各
1
名
に
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
長
期

休
暇
中
の
児
童
の
受
入
れ
時
間
を
、

午
前
7
時
15
分
か
ら
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
共
働
き
家
庭
の
要
望
が

複
数
あ
る
が
、開
始
時
間
を
早
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

答 
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、以

前
か
ら
長
期
休
暇
中
の
児
童
の
受
入

れ
を
早
く
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
た
め
30
分
早
め
て
お
り
、午

前
8
時
以
前
に
児
童
が
来
て
い
る
場

合
は
安
全
面
を
考
慮
し
て
支
援
員
が

出
勤
し
た
時
点
で
預
か
っ
て
い
ま

す
。現
状
の
ま
ま
で
指
定
管
理
者
が

実
施
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、民
間

事
業
者
が
参
入
す
れ
ば
早
朝
の
受
入

れ
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、指

定
期
間
の
年
数
を
1
年
に
し
て
い
ま

す
。

建
設
産
業
民
生
常
任
委
員
会

�

３
月
11
日
開
催

連
合
審
査
会

�

３
月
11
日
開
催
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議会の動き １月～３月

月 日 曜日 会議等

１

12 金 香川県広報発行町議会連絡協議会研
修会

17 水 第１回議会広報編集委員会

30 火

第 1 回臨時会

第２回議会広報編集委員会

選択的夫婦別姓に関する勉強会

２

6 火 第３回議会広報編集委員会

15 木 総務教育・建設産業民生常任委員会
連合審査会

22 木 議会運営委員会

26 月 定例会議案勉強会

27 火 定例会議案勉強会

29 木 人権問題に関する勉強会

月 日 曜日 会議等

３

5 火 定例会（提案説明）

7 木 定例会（一般質問）

11 月

総務教育常任委員会

建設産業民生常任委員会

総務教育・建設産業民生常任委員会
連合審査会

15 金
総務教育常任委員会

建設産業民生常任委員会

19 火 定例会（議案審議）

第 １ 回 臨 時 会 を 開 催  会期　1月30日

議 員 名

議 案 名 等

採
決
結
果

議 席 番 号
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

藪　
乃
理
子

氏
家　
法
雄

大
平　
恭
大

藪
内
真
由
美

門　
　
秀
俊

兼
若　
幸
一

中
野　
一
郎

金
井　
浩
三

小
川　
　
保

古
川　
幸
義

隅
岡　
美
子

村
井　
　
勉

渡
辺
美
喜
子

尾
崎　
忠
義

議案
第１号

多度津町手数料条例の一部改正に
ついて 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 表

決
な
し 欠 ○ ○ ○ ○

議案
第２号

令和５年度多度津町一般会計補正
予算（第６号） 可 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 〃 ○ ○ ○ ○

可決

1億5,870万円の令和5年度一般会計補正予算案他1件
　　　　　　（補正後100億6,460万円）
　主な補正は、低所得者支援として住民税均等割のみ課税の世帯へ1世帯当た
り10万円を支給する事業に6,500万円、物価高対策として20％のプレミアム
付き商品券を発行する事業に3,500万円、省エネ家電の購入経費の一部を補助
する事業に300万円など。

採決結果　　�○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：採決退席　除：除斥 
可：可決　否：否決　同：同意　承：承認　認：認定　採：採択　不：不採択　許：許可　継：継続審査

議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号９番　小川　保）
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令
和
6年
6月
1日
発
行

発
行
／
多
度
津
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

住
所
／
香
川
県
仲
多
度
郡
多
度
津
町
栄
町
三
丁
目
３
番
95号

●
 多
度
津
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

議
会
だ
よ
り

多
度
津
町
議
会

検
 索

No.32
た
ど
つ

た
ど
つ

編
集
後
記

発
行
責
任
者

　
議　
　
長	

小
川　
　
保

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長	

渡
辺
美
喜
子

　
副
委
員
長	

隅
岡　
美
子

　
委　
　
員	

尾
崎　
忠
義

　
委　
　
員	

金
井　
浩
三

　
委　
　
員	

藪
内
真
由
美

　
委　
　
員	

大
平　
恭
大

６月議会のお知らせ　～お気軽に議会を傍聴しませんか～

６月４日（火）～ 21日（金）
　　　　　　　　　開催予定

【お問い合せ先】議会事務局　☎0877-33-0701

※�一般質問は 
11日（火）・12日（水）を予定しています。

　詳しい日程等は
　議会事務局までお問い合わせください。

　
広
報
委
員
に
な
り
一
年
が
過

ぎ
、先
輩
議
員
の
皆
さ
ん
が
分

か
り
や
す
い
紙
面
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
た
こ
と
を
受
け
、こ

れ
か
ら
も
、よ
り
町
民
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、確
実
な
情
報
を

お
届
け
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
一
読
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員　
藪
内
真
由
美

　２月16日に開催された香川県町村議会議長

会総会において、多度津町議会 村井勉議員が

町議会議員として議会の運営及び地域の振興発

展に顕著ある功労のあった者として全国町村議

会議長会から表彰され伝達がありました。

　３月５日開催の３月定例会におきまして表彰

の伝達を行いました。

　同じく香川県町村議会議長会総会にお

いて、多度津町議会が優良議会として全

国町村議会議長会から表彰され伝達があ

りました。


